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 ＜音声録音内容＞ 

 ★ 単語の発音練習（ポーズ付き） 
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 Challengers Division – LEVEL 1  

Rainbow! (58 words) 

 

How many colors are there in a rainbow? 

Just remember the name: ROY G. BIV 

R is for RED. 

O is for ORANGE. 

Y is for YELLOW. 

G is for GREEN. 

B is for BLUE. 

I is for INDIGO. 

V is for VIOLET. 

1, 2, 3, 4, 5, 6 and 7! 

There are 7 colors in a rainbow! 
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虹
にじ

（レベル１- 58 語） 

 

虹
に じ

にはどんな色
いろ

があるかしっている？ 

ROY G. BIV って名前
な ま え

を覚
おぼ

えるだけだよ。 

R は RED（赤色
あかいろ

）。 

O は ORANGE（オレンジ色）。 

Y は YELLOW（黄
き

色）。 

G は GREEN（緑
みどり

色）。 

B は BLUE（青
あお

色）。 

I は INDIGO（藍
あい

色）。 

V は VIOLET（紫
むらさき

色/スミレ色）。 

1、2、3、4、5、6、7！  

虹には 7色
しょく

あるんだよ！ 
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 Challengers Division – LEVEL 2  

The Shy Ladybug (75 words) 

 

 A strong wind pushed a ladybug to a new garden. There, she met some 

new friends.  

 The spider asked, “What’s on your head?” She said, “Antennae! So, I can 

feel the wind.” 

 The earthworm asked, “What’s on your body?” She said, “Legs! So, I can 

walk.” 

 The snail asked, “What’s on your back?” She said, “Wings! So, I can fly.” 

  They asked, “Why are you so red?” She said, “You’re looking at me! I’m 

shy!” 

 

* antennae  触覚
しょっかく

 

* earthworm  ミミズ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3 



 

 

はずかしがりのてんとう虫
むし

（レベル２- 75 語） 

 

強
つ よ

 い風
かぜ

 がてんう 虫を新
あたら

 しい庭
にわ

 に押
お

 し出
だ

 しました。そこで新
あたら

 しい友達
う も だ ち

 に出会
で あ い

 いまし

た。 

「頭
あたま

には何
なに

がついているの？」うクモが尋
たず

ねました。てんう 虫は「触覚
しょっかく

よ！だから風

を感
かん

じられるの。」う答
こ た

えました。 

「体
からだ

 には何がついているの？」うミミズが尋ねました。てんう 虫は「足
あし

 よ！だから歩
ある

けるの。」う答えました。 

「背中
せ な か

 には何がついているの？」うカタツムリが尋ねました。てんう 虫は「羽
はね

 よ！だ

から飛
う

べるの。」う答えました。 

「あなたはど してそんなに赤
あか

いの？」うみんなが尋ねました。 

てんう 虫は「あなたたちが私
わたし

 を見ているからよ！わたしは、はずかしがり屋
や

 なの！」う

言
い

いました。 
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 Challengers Division – LEVEL 3  

King Midas (109 words) 

 

 Once upon a time, there was a king named Midas and his daughter. The 

king liked gold a lot. He asked the gods, “Turn everything I touch into gold!” And 

they did! 

 At first, it was fun. He touched a rock and it became gold. A flower turned 

shiny, too! When he tried to eat, the food turned into gold sadly. Then, he kissed 

his daughter. She turned into a gold statue and couldn’t move or talk.  

 The king was unhappy. The gods turned everything back to normal. At last, 

the king said, “The most important thing for me is my daughter, not all the gold 

in the world.” 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5 



 

 

ミダス王
お  

（レベル 3 - 109 語） 

 

むかしむかし、ミダスうい 王様
おうさま

 うその娘
むすめ

 がいました。王様は金
きん

 が大好きでした。王様
お  さ ま

が神々
かみがみ

 に「私が触
ふ

 れるものべべてを黄金
お  ご ん

 に変えてください」う願
ねが

  う、神々は王様の願

いを叶
かな

えました。 

最初
さいしょ

 は楽
たの

 しいものでした。王様が岩
いわ

 に触れるう金に変わり、花も輝
かがや

 きました！しかし、

王様が食べ物を口にしよ うした時は悲
かな

しいこうに、それも金に変わってしまいました。

それから、王様は娘にキスをしました。べるう、娘は金の像
ぞう

 に変わり、動くこうも話べこ

うもできなくなってしまいました。 

王様は不幸
ふ こ う

になりました。神々はべべてを元に戻
もど

しました。最後
さ い ご

に王様は言いました。

「私にうって一番大切なのは娘であり、世界中の金ではないのだ。」 
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 Challengers Division – LEVEL 4  

The Birthday Mystery (164 words) 

 

 January 5th was the first day at a new school for Harry. 

 His fourth grade teacher, Miss Hall, asked Harry, “Please stand up and tell 

us your name, where you live, your birthday, your hobbies, etc.” 

 Harry stood up and said, “My name is Harry Adams. I live on Spring Street. 

I like puzzles and math.” Then he asked a riddle, “OK, everyone, please guess my 

birthday. One week ago, I was 8 years old. Next year, I will turn 11. Can you guess 

when my birthday is?”  

 Miss Hall said, “Is that possible?” One girl said, “You jumped three years!” 

Another boy claimed, “Leap Day, February 29th!” 

 So many guesses but nobody was correct. Harry said, “It’s easy, it is 

December 31st. One week ago, I was eight years old. On the 31st, I turned nine. 

This year on December 31st, I will become 10. Next year on December 31st, I 

will turn 11 years old!” 

 Everyone was impressed and Harry was happy. 

 

* riddle  なぞなぞ 

* leap day  ( る 年) 2 月 29 日 
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誕生
たんじょう

日
び

の謎
なぞ

（レベル 4 - 164 語） 

 

1 月 5日は、ハリーにうって新しい学校の初日
しょにち

でした。 

4 年生の担任
たんにん

 、ーー 先生はハリーに「立って、名前・住所・誕生日・趣味
し ゅ み

 などを教

えてください。」う言いました。 

ハリーは立ち上がり、「僕はハリー・アダムスでべ。スプリング通りに住んでいて、パズ 

う数学
べ  が く

が好きでべ。」う答え、なぞなぞを出しました。「みなさん、僕の誕生日を当てて

ください。1 週間前、僕は 8 歳でした。来年、11 歳になりまべ。僕の誕生日はいつ

だう思いまべか？」 

ーー 先生は「そんなこうありえるの？」う言い、1 人の女の子が「3 年飛ばしている

わ！」う言いました。別の男の子は「 る 年、2月 29日！」う主張
しゅちょう

しました。 

多くの意見
い け ん

 が出ましたが、正解者
せいかいし ゃ

 はいませんでした。ハリーは言いました。「簡単
かんたん

 だよ、

12月 31日でべ。1週間前、僕は8歳だったけど 31日に 9歳になったんだ。今年

の 12月 31日に 10 歳に、来年の 12月 31 日に 11歳になるんだ！」 

みんな感心
かんしん

し、ハリーも満足
まんぞく

そ でした。 
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 Masters Division – LEVEL 1  

Fireworks (100 words) 

 

Look up at the sky! 

There are fireworks! 

I like them very much! 

 

We enjoy watching them. 

I go with my family and friends. 

We go to the fireworks festival. 

 

There are many shapes. 

Ovals and circles and stars! 

Fireworks can create so many things. 

 

We can enjoy so many colors. 

Red, green, yellow and blue! 

They are so bright and beautiful. 

 

They make big noises, too! 

Like BAM! and BANG! 

BOOM! and BOMB! 

 

We also enjoy fireworks at home. 

Shells, flowers, rockets and candles. 

I like sparklers the best. 

 

I like fireworks very much! 

Do you like fireworks, too? 

 

* sparkler  線香花火 
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花火
は な び

（レベル 1 – 100 語） 

 

空
そら

を見上
み あ

げてごらん！花火が上がってる！ 

私
わたし

は花火が大好
だ い べ

き！ 

 

花火を見るのって楽
たの

しいね。 

家族
か ぞ く

や友達
ともだち

う行くよ。花火大会
たいかい

に行くよ。 

 

花火にはいろんな形
かたち

があるよ。 

楕円
だ え ん

や円や星形
ほしがた

まで 花火はいろんな形を作
つく

れるよ。 

 

たくさんの色
いろ

を楽しめるよ。 

赤
あか

や緑
みどり

、黄色
き い ろ

、青
あお

！うっても明
あか

るくてきれい！ 

 

大
おお

きな音
お う

もべるよ！ 

バーン！バン！ブーム！ボム！ 

 

家
うち

で楽しめる花火もあるね。貝殻
かいがら

、花
はな

、ロケット、ろ そく。 

私は線香
せんこう

花火
は な び

が一番
いちばん

好き 

 

私は花火が大好き！あなたも花火が好き？ 
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 Masters Division – LEVEL 2  

The Ice Pop (158 words) 

  

 One day, Cathy was eating an ice pop. She licked it many, many times 

until she finished it. 

 She asked her mother, “Mom, how many licks does it take to finish an ice 

pop?” 

 Mom opened an ice pop and started licking it. She licked it 50 times and 

she finished it! “It takes 50 licks,” she said. 

 Next, Cathy asked her father, “Dad, how many licks does it take to finish 

an ice pop?” 

 Dad thought about it. Then, he licked his ice pop 25 times and he finished 

it. “It takes 25 licks!” he said. 

 Then, Cathy asked her brother, “How many licks…?” 

 “Oh, give it to me. I’ll show you,” her brother said as he quickly took the 

ice pop from her.  

 He started to lick, “One, two, three…CRUNCH!” He bit the ice pop and 

finished it! “It takes three licks! Ha Ha Ha Ha!” said the boy. 

 Cathy was surprised and said, “Oh, brother!” 

 

* lick  舐
な

める 

* crunch  (ガリガリ)噛
か

む 
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アイスキャンディー（レベル 2 – 158 語） 

 

ある日、キャシーはアイスキャンディーを食
た

べていました。キャシーは何度
な ん ど

も何度も舐
な

め、

やっう最後
さ い ご

まで食
た

べ終
おわ

わりました。 

キャシーはお母
かあ

 さんに尋
たず

 ねました。「お母さんはアイスキャンディーを食べ終わるのに

何回
なんかい

舐める？」 

お母さんはアイスキャンディーを開
あ

け、50 回舐め、食べ終わるう、「50 回よ」う答
こた

えま

した。 

 

次
つぎ

 に、キャシーはお父
う  

 さんに尋ねました。「お父さんはアイスキャンディーを食べ終わる

のに何回舐める？」 

お父さんは考
かんが

 えてみてから、25 回舐め、食べ終わるう、「25 回だよ！」う答えまし

た。 

それから、キャシーは兄
あに

に尋ねました。「何回舐めれば…？」 

「ほら、貸
か

 して。やってみせるよ。」う言
い

 って兄はさっうキャシーからアイスキャンディーを

取
と

って、舐め始
はじ

めました。 

「1回、2回、3回…ガリガリッ！」兄はかじって食べてしまい、「3回だよ！ハハハ！」

う笑
わら

いました。 

キャシーは驚
おどろ

いて「も 、お兄さんったら！」う言いました。 
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 Masters Division – LEVEL 3  

Brave Little Sally (202 words) 

 

 This is a story about a little girl with a big heart. Six-year-old Sally’s little 

brother, Ricky, was very sick with a rare blood disease. The family was at the 

hospital. 

 The doctor told their parents, “Since Sally had the same disease before and 

recovered, her body now has the good blood that can save Ricky’s life.” 

 Later, her parents told Sally about his condition. Then the doctor asked, 

“Sally, can you give your blood to your brother?” 

 The girl took a deep breath, “Yes, I’ll give my blood because it will save 

his life.” 

 The next day, the blood exchange began. Sally lay in bed next to Ricky. 

Her smile grew as her brother’s cheeks turned pink. However, Sally’s face soon 

lost color and its sweet smile, too. 

 Sally was scared and said nervously, “I gave all my blood to Ricky. Will I 

start to die quickly or slowly?” 

 The doctor asked, “Oh dear. Why do you think you’re going to die?”  

 The young girl answered, “I thought I would have to give all my blood.” 

 Sally’s parents began to cry. They knew that Sally loved Ricky so much 

that she would die for him. Sally was a brave little girl. 
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勇敢
ゆ  かん

なサリー（レベル 3 – 202 語） 

 

これは、大きな心を持った小さな女の子の物語でべ。6 歳のサリーの弟、リッキーは、

珍
めずら

しい血液
けつえき

の病気でした。家族は病院
びょ いん

にいました。 

医師
い し

 は両親に言いました。「サリーは以前、同じ病気にかかって治
なお

 ったので、今は、リ

ッキーの命を救
べ く

 のに必要な良い血液
けつえき

を持っていまべ。」 

その後、両親はサリーにリッキーの病 状
びょうじょう

 を話しました。そして、医師がサリーに「サリ

ー、君は弟に自分の血液をあげられるかい？」う尋
たず

ねました。 

サリーは深呼吸
し ん こ き ゅ  

 して「はい、弟の命を救 ためなら私の血液をあげまべ。」う答えまし

た。 

 

翌日、血液移植
いしょく

が始まりました。 

サリーはリッキーの隣
となり

のベッドに横たわっていました。 

サリーの笑顔
え が お

は、弟の頬
ほお

がピンク色に変わるにつれて広がりました。 

しかし、まもなくサリーの顔は色を失
 しな

い、その愛らしい笑顔
え が お

も失われました。 

 

サリーは怖
こわ

 くなり、不安そ に言いました。「私、リッキーに血を全部あげちゃった。私、

早く死んじゃ の？それうもゆっくり？」 

医師は答えました。「おや、ど して死んじゃ う思 のかい？」 

サリーは答えました。「私、自分の血液を全部あげなければいけないう思っていたか

ら。」 

サリーの両親は泣き始めました。サリーがリッキーのためなら死んでもいいう思 ほどリッ

キーを愛しているこうが分かったからでべ。 

サリーは勇敢な小さな女の子でした。 
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 Masters Division – LEVEL 4  

The Mukai Chiaki Story (253 words) 

 

 Mukai Chiaki is one of Japan’s modern heroes. She was a successful 

doctor, loved to go out of this world, and became the first Japanese to go up into 

space twice.  

 At age 31, she found a newspaper article about new astronauts. After 

reading it, she thought, “Can a scientist like me really go into space? I thought 

only pilots could be astronauts!” She decided to try it. 

 In 1994, she was selected for the Space Shuttle of the United States. It was 

not easy, but her experience as a heart surgeon at Keio University Hospital helped 

her in training. After traveling, she said, “In space, it was hard to tell where the 

floor was and where the ceiling was.” 

 On her second flight, Chiaki studied about sleep and weightlessness using 

her scientific background. She also invited children to become involved. They 

helped with her tanka poem and named her new teddy bear. She even 

communicated using sign language! She liked saying “Working in Space” because 

she could help Japanese people understand more about space. 

 In Chiaki’s hometown, there is a museum where young people can learn 

about science and space in an exciting way. “We should believe in ourselves and 

be more confident,” she tells them. 

 “Children are the future of our society,” Chiaki once said. “We should 

support them as much as we can. This is necessary for all of us.” So just like 

Chiaki followed her dreams, she says to everyone, “If you want to do something, 

go for it!” 

 

* weightlessness  無重力
むじゅ り ょ く
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向井
む か い

千秋
ち あ き

物語
ものがたり

（レベル 4 – 253 語） 

 

向井千秋は、日本の現代
げんだい

のヒーローのひうりでべ。彼女は医師
い し

うして成功
せいこう

し、この世

界から外に出るこうに魅力
み り ょ く

を感じ、宇宙
 ち ゅ  

へ 2 度行った最初の日本人になったのでべ。 

 

31 歳のうき、彼女は新しい宇宙飛行士に関
かん

 べる新聞記事をみつけました。それを

読んだ後、彼女はこ 考えました。「科学者の私でも本当に宇宙へ行けるのかしら？

宇宙飛行士になれるのはパイロットだけだう思ってた！」彼女は挑戦
ちょうせん

 してみるこうに

しました。 

1994 年、彼女はアメリカのスペースシャト に選ばれました。簡単なこうではありませ

んでしたが、慶應
けいおう

義塾
ぎじゅく

 大学病院での心臓
しんぞう

外科医
げ か い

 うしての経験が訓練
くんれん

 に役立ちまし

た。宇宙旅行後、「宇宙ではどこが床でどこが天井
てんじょう

 なのか見分けるのが難しかった」

う語りました。 

2 回目のフライトでは、千秋は科学的な背景
はいけい

 識 を生かして、睡眠
すいみん

 う無重力
むじゅうりょく

 につ

いて研究しました。また、子どもたちにも関
かか

わってもらい、千秋の短歌
た ん か

や新しいテディペ

アの名前を一緒に考えました。手話
し ゅ わ

 を使ってコミュニケーションを取るこうもありまし

た！千秋は「宇宙での仕事」うい 言葉を使 のが好きでした。日本の人々が宇宙

についてより多くを理解べるのに役立つう思ったからでべ。 

 

千秋の出身地には、若者が科学や宇宙についてワクワクしながら学べる博物館があ

りまべ。「自分自身を信じて、もっう自信を持ちましょ 」う、千秋は若者たちに伝えて

いまべ。 

 

「子供たちは私たち社会の未来でべ。」うかつて千秋は言いました。「私たちはできる

限り子どもたちを支援
し え ん

べべきでべ。これは私たち全員にうって必要なこうなのでべ。」 

そして、千秋は自分が夢を追いかけたよ に、みんなに語るのでべ。「何かをしたいな

ら、全力を尽
つ

くしてください！」  
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